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地区基本方針：「新しい扉を開く」 

クラブ方針：「花火を上げよう」 

Ｒ.Ｉ会長：オラインカ・ハキーム・ババロラ 

第 2650 地区ガバナー：平野 洋一 
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本日出席会員 33 名 

 メークアップ（前々回） 2 名 

 出席率（前々回補正） 76.74%  
 

「君が代」斉唱 

ロータリーソング「奉仕の理想」 
 

ゲスト：第 2650 地区ガバナー 平野 洋一氏 

    ガバナー補佐     大刀 隆雄氏 

    第 2650 地区副幹事長 谷﨑 由美子氏 

    功労会員       小林 幸一氏 

功労会員       玉村 一男氏 

米山奨学生      ホウ ユ氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム                  

ガバナーアドレス 

第 2650 地区ガバナー 平野 洋一氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは。今年度、2650 地区のガバナ

ーを務めます、福井ロータリークラブの平野洋一で

す。 

今日は、私自身の家族とロータリーについて少し
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「平野ガバナー公式訪問」 

 
                            
 
 

第 73 代会長 宮前 貴司 
 

先ほど行われました、当クラブと御来賓との懇談会では、地区の存在、役割について確認させていただきまし

た。地区は、クラブの上部組織としての立ち位置ではなく、それぞれのクラブの主体性・自主性を引き出すサポ

ート役であること。そのためにクラブ内だけではできない「学びの場の提供」や「アイデアの提供」をして頂け

る存在であることを確認いたしました。 

事実、私は事前研修である RLI での、「学び」と「クラブを俯瞰して観る良い機会」を提供していただき、今期

の会長としての計画に大きな影響を与えてくれました。 

そして、私は本年度の武生ロータリークラブのテーマに「花火を上げよう」に掲げました。 

地域や会員にとって、わかりやすく、インパクトを与え、ワクワクするそんな活動を目指すものです。当クラブ

は、75 周年を目前に控えながら、いくつかの変革が求められる過渡期であると感じています。 

長期的に会員が増えるクラブを目指して、奉仕の内容・人材育成・財政管理・マネジメント手法など伝統を生か

しつつ、現在に則した形で変えるべきところは変える必要があると思うからです。そのためにも、地区のサポー

トを有効に活用させて頂き、成長していきたいと思っています。 

本日は、ガバナー、ガバナー補佐、副幹事長をお迎えし、今期の方針と活動を資料と合わせて、ご案内させてい

ただきました。私からは、この熱い活動に取り組むことをお約束し、挨拶とさせて頂きます。 

本日は宜しくお願い致します。 



 

お話しします。 

私の祖父は越前松平藩に仕えていた家系の出身で、

後に台湾へ渡り、薬局を始めました。そこで、幼い

頃から面倒を見て学校にも通わせていた二人の台湾

人と深い信頼関係を築きます。戦後、祖父が日本へ

帰る際、その二人は自らの危険を顧みず祖父を逃が

してくれました。 

後に私が台湾を訪れた時、その家族の家に祖父の

写真が大切に飾られているのを見た時、「祖父は、こ

の家族の中で今も生きているんだ」と感じました。 

人にしてあげたことは、世代を越えて残っていく。

私はこのことを家族の歴史から学びました。 

私の父もロータリーに大変熱心で、45 歳で入会し、

93 歳で亡くなるまで約 50 年間、最後の日までロー

タリアンでした。ポリオワクチン活動など、海外で

の奉仕にも積極的に取り組んでいました。 

父が亡くなり、遺品を整理すると、たくさんのロ

ータリーの写真が出てきました。どの写真を見ても、

父は本当にいい顔をしており、その時私は、「父にと

ってロータリーは、人生最後の 100 メートルのすべ

てだったのだな」と思いました。 

私自身も 60 歳を過ぎ、これからの人生をどう生き

ようかと考えるようになりました。人生を 400 メー

トル走に例えると、60 歳は最後の 100 メートルくら

いです。最初の 300 メートルをどれだけ順調に走っ

てきても、最後の 100 メートルをどう走るかが大切

です。 

以前、高齢者に人生の後悔を聞いたインタビュー

を見ました。多くの方が、「もっと自分のやりたいこ

とをやっておけばよかった」と答えていました。 

私は、これからの人生で大切なのは、世の中に必

要とされる人になることだと思っています。人から

必要とされ、仲間がいて、誰かの役に立てる。それ

が幸せな人生につながるのではないでしょうか。 

そしてロータリーには、たくさんの仲間と、社会

の役に立てる機会があります。「もう年だから」とい

うことはありません。人生はすべて今からです。 

この 1 年間、皆さん自身がロータリーの面白さや

価値を感じ、自分自身の「最後の 100 メートル」を

見つけていただけるような活動をしていきたいと思

います。 

皆さんもぜひ、自分の「最後の 100 メートル」を

見つけ、最後に「自分の人生は幸せだった」と思え

るように、一緒に走っていきましょう。 

今日はありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニコニコ箱・・・64,000 円 累計 443,000 円  
 

・国際ロータリー第 2650 地区 武生府中 RC、武生 

 RC 合同例会訪問を自祝して 

【平野洋一ガバナー】【大刀隆雄ガバナー補佐】 

【谷﨑由美子副幹事長】 

・平野ガバナーの公式訪問に敬意を表しまして、出 

席者全員からいただきました。 

 

 

 

 

本日（9 月 1 日）の例会  9 月 8 日 

第一例会行事 

新入会員卓話 

 番匠 浩二会員 

9 月 15 日 

企業探究訪問報告 

IA 夏期研修報告 

   武生東高等学校 

9 月 22 日 

    夜間移動例会 

武生国際音楽祭鑑賞 

17：50～越前市文化センター 

ご冥福をお祈り申し上げます 

       土田 秀明 功労会員 
        令和 8年 8月 22日ご逝去 

       （昭和 15年 11 月 17 日生 85 才） 

 
 
第 57 代会長 
 

在籍：昭和 62年 1 月 6日～ 

       平成 28 年 9 月 30 日 

令和元年 9 月 1日～ 功労会員 


